
『
一
フ
ー
ネ
"
ド
博
士
伝
1
人
と
田
裡

大
正
十
一
(
一
九
壬
一
)
年
春
四
月
、
同
志
社
大

学
法
学
部
助
手
の
職
を
得
て
京
都
に
来
た
。
幸
い
面

接
の
時
の
教
授
北
ち
の
一
人
で
あ
っ
九
恒
藤
恭
先
生八

の
船
世
話
で
、
先
生
の
お
隣
り
の
下
鴨
宮
崎
町
、

田
秀
次
郎
氏
方
の
二
階
の
一
室
に
下
宿
し
、
毎
日
法

学
部
研
究
室
へ
通
う
こ
と
に
な
っ
九
。
そ
の
こ
ろ
、

今
出
川
通
り
に
は
電
車
、
通
ら
ず
、
道
も
補
装
さ
れ

ず
、
自
動
車
な
ど
、
通
ら
ず
、
気
楽
に
通
勤
で
き

九
0
 
風
の
吹
く
日
は
今
出
川
通
り
は
砂
塵
が
舞
い
上

が
っ
九
の
で
、
あ
る
先
生
は
「
今
出
川
砂
漠
」
な
ど

と
呼
ん
で
い
九
0
 
同
志
社
の
キ
十
ン
パ
ス
が
東
に
尽

き
る
と
こ
ろ
に
板
塀
と
門
が
あ
っ
て
、
木
戸
の
よ
う

な
門
に
「
一
プ
ル
ネ
デ
」
と
片
仮
名
で
書
い
た
標
札
が

と
り
つ
け
て
あ
っ
九
。
九
ぶ
ん
同
志
社
の
宣
教
師
で

あ
ろ
う
く
ら
い
に
考
え
て
い
九
し
、
ど
の
よ
う
な
先

生
だ
か
お
目
に
か
か
0
九
こ
と
も
な
か
っ
た
。

1
書
き
終
え
て
思
う住

谷

五
月
の
あ
る
夜
、
先
輩
の
石
田
秀
一
郎
教
授
(
経

済
史
)
と
、
こ
の
四
月
新
任
の
能
勢
克
男
(
民
法
)

教
授
と
わ
九
く
し
の
三
人
が
海
老
名
総
長
に
招
待
さ

れ
て
一
夕
の
歓
を
つ
く
し
た
が
、
そ
の
時
総
長
夫

人
が
横
井
小
楠
の
令
嬢
で
あ
る
こ
と
や
、
ラ
ル
ネ
デ

先
生
は
神
学
部
の
教
授
で
、
特
長
の
あ
る
偉
い
先
生

で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
九
0
 
日
本
人
が
先
生
を
ラ

ー
、
t
ド
が
合
ヨ
且
先
生
と
呼
ん
で
も
通
じ
な
い
の

で
、
わ
ざ
わ
ざ
ラ
ル
ネ
デ
と
門
標
に
書
い
て
、
そ
の

よ
う
に
呼
ば
せ
て
い
九
と
の
こ
と
で
あ
っ
九
0

あ
る
時
の
集
会
に
、
海
老
名
総
長
の
ほ
か
同
志
社

の
有
力
な
幹
部
、
老
先
輩
、
三
学
部
の
蜘
も
だ
0
北

教
授
二
、
三
十
名
が
集
ま
っ
九
席
上
、
中
瀬
古
六
郎

博
士
が
一
人
の
老
外
人
の
傍
ら
の
席
か
ら
こ
の
ア
メ

り
力
の
宣
教
師
が
ラ
ー
、
t
ド
先
生
と
V
う
偉
い
先

生
だ
と
紹
介
し
、
博
士
を
通
じ
て
皆
の
も
の
が
日
木

語
で
ス
ビ
ー
チ
を
し
て
欲
し
い
と
要
望
し
九
0
 
皆
の

も
の
は
喜
ん
で
拍
手
し
、
先
生
は
静
か
に
立
っ
て
ス

ビ
ー
チ
を
さ
れ
た
が
、
は
じ
め
て
の
わ
九
く
し
に
は

は
と
ん
ど
言
葉
が
通
じ
な
か
っ
九
。
あ
と
で
日
本
語

で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
が
、
先
生
は
日
本
語
、

漢
語
に
精
通
し
、
日
本
語
で
立
派
な
著
書
を
書
い
て

い
る
が
、
発
音
は
不
慣
れ
の
日
本
人
に
は
よ
く
通
じ

な
い
の
だ
と
の
こ
と
で
あ
っ
九
。
中
瀬
古
博
士
の
ラ

ー
ネ
ー
先
生
紹
介
は
実
に
す
ば
ら
し
い
も
の
で
、

そ
の
時
の
紹
介
の
言
葉
は
後
ほ
ど
文
字
に
な
っ
九

か
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
九
0

゛
、
、

「
同
志
社
の
初
期
に
於
て
は
、
智
育
情
育
、
意

育
の
三
大
薫
育
は
三
人
の
偉
大
な
る
人
格
者
に
依
っ
一

て
代
表
せ
ら
れ
て
を
っ
た
観
が
あ
る
。
即
ち
新
島
先

生
は
潭
身
是
れ
意
志
の
人
で
あ
っ
て
、
其
の
徹
底
せ

る
意
志
が
即
ち
同
志
社
そ
の
も
の
の
意
志
で
あ
り
、

此
の
意
志
に
依
っ
て
同
志
社
の
趣
旨
、
目
的
、
方

針
、
経
綸
が
統
一
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
先
生
の
歌

が
之
を
示
し
て
居
る
。

石
鐵
も
透
れ
か
し
と
て
一
す
ぢ
に

射
る
矢
に
こ
む
る
真
丈
夫
の
意
地

デ
ビ
ス
先
生
に
至
っ
て
は
、
満
身
是
れ
火
、
是
れ

熱
、
是
れ
情
の
人
で
あ
っ
九
。
彼
れ
が
一
朝
義
憤
を

懐
き
、
劔
を
提
げ
て
起
っ
九
の
は
、
彼
れ
の
奴
隷

治
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解
放
の
南
北
戦
争
の
時
で
あ
っ
九
。
後
年
彼
れ
が
同

志
社
の
時
局
に
深
憂
を
抱
く
や
、
終
夜
祈
り
て
は
泣

き
、
泣
き
て
は
祈
り
、
朝
起
き
た
と
き
に
は
、
枕

頭
熱
涙
に
ズ
プ
濡
れ
と
な
っ
て
居
る
こ
と
、
一
再
に

あ
ら
ざ
り
し
と
云
う
で
は
な
い
か
0
 
東
洋
的
の
語
を

以
て
之
を
云
え
ば
、
デ
ビ
ス
先
生
の
眼
に
輝
く
は
、

一
滴
の
紅
涙
に
は
あ
ら
で
、
真
に
滂
浩
と
し
て
流
る

る
萬
剛
(
こ
く
)
の
熱
涙
で
あ
っ
九
。

デ
ビ
ス
先
生
を
以
て
熱
情
の
権
化
で
あ
り
、
疾
風

迅
雷
で
あ
り
、
狂
測
怒
濤
で
あ
り
と
す
れ
ば
、
吾
が

ラ
ー
ネ
"
ド
先
生
は
、
泰
然
と
し
て
動
か
ざ
る
山
で

あ
る
。
雨
降
ら
ば
降
れ
、
風
吹
か
ば
吹
け
、
ラ
ー
ネ

"
ド
先
生
こ
そ
は
千
秋
万
古
、
高
く
塵
界
を
抜
い
て

雲
外
に
静
立
す
る
大
岳
秀
嶺
で
あ
る
。
過
去
五
十
五

年
、
同
志
社
の
歴
史
に
は
、
波
測
重
聾
紛
科
錯

綜
、
校
難
踵
を
接
し
て
至
れ
る
こ
と
も
頻
々
で
あ
っ

九
が
、
此
の
間
独
り
、
ラ
ー
ネ
"
ド
先
生
の
み
は
、

深
く
同
志
社
の
使
命
を
信
じ
、
天
佑
の
常
に
此
の
校

の
上
に
あ
る
を
念
じ
、
敢
て
騒
が
ず
、
敢
て
狼
狽
せ

し
し

ず
、
唯
孜
々
吃
々
と
し
て
聖
典
の
註
釈
と
神
学
の
講

義
と
に
没
頭
し
て
、
泣
か
ず
、
哀
ま
ず
、
悠
凌
と
し
て

光
明
の
雲
間
に
漏
れ
出
る
を
待
た
れ
た
の
で
あ
る
0

私
は
又
一
面
よ
り
ラ
ー
t
ド
老
先
生
を
思
う

と
、
彼
海
遠
く
沖
合
の
波
間
に
陰
顕
す
る
巨
巌
の
如

き
感
じ
が
す
る
。
疾
風
叫
び
、
怒
涛
の
狂
え
る
時

は
、
見
え
な
い
が
、
波
静
ま
り
風
和
げ
る
後
か
ら
見

れ
ぱ
、
依
然
と
し
て
元
の
所
に
県
高
な
る
存
在
を
示

現
す
る
の
で
あ
る
。
抑
も
是
れ
は
何
故
で
あ
る
か
。

思
う
に
先
生
の
崇
高
な
る
性
格
の
後
ろ
に
は
二
個
の

厳
然
た
る
背
景
が
あ
る
。
其
の
一
は
彼
れ
が
壮
時
教

養
を
受
け
た
る
母
校
イ
エ
ー
ル
大
学
の
偉
大
な
る
学

風
の
感
化
で
あ
る
。
彼
れ
の
如
く
八
十
歳
の
高
齢
に

至
る
ま
で
、
日
夕
母
校
を
念
じ
、
其
の
精
神
を
体
験

し
、
其
興
隆
を
希
願
す
る
人
は
、
世
に
稀
れ
で
あ
る

と
思
う
0

彼
れ
が
性
格
の
第
の
背
景
は
、
彼
れ
の
租
先
の

遺
伝
で
あ
る
。
彼
れ
が
名
は
、
 
U
三
仭
昇
乏
豆
g
亀

戸
魯
昔
巴
で
あ
る
が
、
其
の
一
方
の
祖
口
三
伽
耳
家
で

は
連
綿
た
る
神
学
老
の
血
統
に
し
て
、
其
の
先
を
ジ

,
ナ
サ
ン
・
エ
ド
ワ
ー
ヅ
に
興
し
、
.
ツ
ワ
イ
ト
氏
に

至
っ
て
は
、
父
、
子
、
孫
の
三
代
相
継
い
で
イ
エ

ル
大
学
総
長
九
り
し
こ
と
が
あ
る
(
側
先
生
の
父
、

,
~

ロ
バ
ー
ト
.
ジ
ー
.
ラ
ー
ネ
"
ド
は
工
ー
ル
大
学
卒

ノ

業
生
で
牧
師
で
あ
っ
た
。
母
は
セ
ラ
・
ホ
ー
ト
=

ー
と
い
う
有
名
な
ホ
ー
ト
=
 
1
家
の
出
で
あ
る

1
筆
者
)
0
一
方
の
租
ホ
イ
;
=
1
家
も
ま
九
米

国
有
数
の
地
質
学
者
博
言
学
者
を
出
し
九
(
倒
博

一
言
学
の
大
家
ホ
ー
ト
=
1
博
士
は
ラ
ー
t
ド
博

士
の
伯
父
で
あ
る
と
い
う
1
筆
者
)
。
米
国
最
高
の

山
岳
は
実
に
其
の
名
に
ょ
り
て
冨
0
#
昇
乏
寡
g
旦

と
名
つ
け
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
其
の
他
十
九
世

紀
の
終
り
に
於
て
世
界
有
数
の
公
法
学
者
の
称
あ
り

九
る
ウ
ー
ル
セ
イ
↓
ず
ゆ
0
ル
又
血
 
U
.
冬
0
0
一
船
イ
博
士

、
亦
実
に
ラ
!
ろ
ド
博
士
の
伯
父
で
あ
る
(
囲
ウ

ー
ル
セ
イ
博
士
の
名
著
.
、
弔
0
一
三
O
N
-
 
m
0
一
含
0
ゆ
又

仂
一
ミ
,
1
筆
者
)
0

宣
な
る
か
な
、
ラ
ー
ネ
"
ド
先
生
が
吾
人
の
為
め

に
同
志
社
初
代
史
に
於
て
、
実
に
其
の
智
的
表
徴
と

し
て
鮴
然
持
立
せ
ら
れ
た
る
や
!
鳴
呼
意
志
の
化

身
新
島
先
生
は
遠
く
既
に
亡
し
。
情
の
化
身
デ
ビ
ス

先
生
も
亦
巳
に
世
を
逝
せ
ら
る
。
而
し
て
今
や
吾
校

理
智
の
権
化
九
る
ラ
ー
t
ド
先
生
又
特
に
吾
等
の

間
を
去
ら
れ
ん
と
す
。
今
三
伏
の
盛
夏
な
り
と
雛
も

身
辺
豈
秋
風
粛
篠
の
感
な
き
を
得
ん
や
」
、
と
0

わ
た
く
し
を
し
て
、
ラ
ー
ネ
"
ド
博
士
の
人
物
に

深
く
傾
倒
せ
し
め
九
の
は
、
ま
さ
に
中
瀬
古
博
士
の

教
え
に
ょ
る
も
の
で
あ
0
た
。
わ
た
く
し
は
、
ラ
ー
ネ

ツ
ド
博
士
に
つ
い
て
、
神
学
部
の
芦
田
慶
治
先
生
を

は
じ
め
、
当
時
御
在
世
の
東
京
霊
南
坂
教
会
の
小
崎

弘
道
先
生
、
早
稲
田
大
学
教
授
の
浮
田
和
民
博
弌
大

阪
教
会
の
宮
川
経
輝
先
生
な
ど
に
直
接
書
簡
を
拝
呈

し
て
、
ラ
ー
ネ
"
ド
博
士
に
つ
い
て
、
昔
の
講
義
に
関
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し
て
教
え
を
乞
う
九
0
 
ラ
ー
ネ
ッ
ド
博
士
の
名
著
、

「
経
済
新
論
」
(
宮
川
経
輝
訳
、
明
治
十
九
年
刊
)

や
「
経
済
学
之
原
理
」
(
浮
田
和
民
訳
、
明
治
二
十

四
年
刊
)
を
は
じ
め
、
初
期
の
経
済
学
講
義
案
で
あ

る
明
治
十
二
年
の
「
経
済
学
略
説
」
(
七
一
雑
報
、

横
井
時
雄
訳
)
、
同
じ
く
「
貨
幣
論
」
や
同
志
社
第
一

回
の
卒
業
生
で
そ
の
年
同
志
社
教
師
と
な
っ
九
森
田

久
万
人
の
「
ラ
ー
ネ
"
ド
博
士
の
経
済
学
、
政
治
学

の
講
義
ノ
ー
ト
」
、
さ
ら
に
図
書
館
の
雑
書
の
中
に

発
見
し
九
=
則
0
0
0
0
登
o
m
 
N
=
五
ヤ
0
二
牙
m
こ
と
い
う

未
発
表
の
講
義
案
等
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
九
。

と
く
に
、
ラ
ー
、
ー
ド
先
生
が
昭
和
三
年
に
ブ
メ

リ
カ
ン
・
ポ
ー
ド
と
の
契
約
に
ょ
り
五
十
年
の
同
志

社
教
師
と
し
て
の
責
任
を
完
全
に
果
九
し
、
渡
日
後

五
十
三
年
目
に
帰
米
さ
れ
る
前
、
先
生
を
邸
に
訪
ね

当
時
の
講
義
案
を
見
せ
ら
れ
、
講
義
案
の
順
序
に
つ

い
て
も
直
接
窺
い
得
九
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
わ
た

く
し
が
昭
和
八
年
夏
、
や
む
を
得
ず
し
て
同
志
社
を

去
っ
た
翌
年
公
刊
し
九
「
日
本
経
済
学
史
の
一
駒
」

の
中
に
詳
細
に
叙
述
し
九
。

ラ
ー
ネ
ッ
ド
博
士
は
神
学
部
教
授
で
あ
り
、
も
ち

ろ
ん
、
専
門
は
教
会
史
と
聖
書
神
学
で
あ
っ
九
が
、

初
期
に
蜘
い
て
は
、
担
当
さ
れ
た
学
科
は
、
キ
リ
ス

ト
教
会
史
、
教
理
史
、
聖
書
神
学
、
新
約
聖
晝
ギ

リ
シ
十
語
、
ラ
テ
ン
註
叩
、
さ
ら
に
経
済
学
、
政
治

学
、
物
理
学
、
算
術
、
高
等
数
学
等
凌
兵
式
体
操
ま

で
數
授
さ
れ
九
と
い
う
0
 
ま
さ
に
万
有
学
者
と
し
て

の
学
識
を
フ
ル
に
発
揮
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
同

志
社
の
教
学
状
態
で
あ
っ
九
。
幸
い
に
し
て
先
生
の

深
遠
・
広
大
の
学
識
は
よ
く
そ
の
任
に
適
合
さ
れ
得

九
と
い
ぇ
よ
う
0
わ
た
く
し
は
ラ
ー
ネ
"
ド
先
生
の

経
済
学
と
政
治
学
以
外
は
知
ら
な
い
。
こ
の
部
面
は

先
生
の
同
志
社
に
船
け
る
本
命
で
は
な
か
っ
九
。
し

か
し
、
事
実
は
何
よ
り
の
明
か
な
証
明
と
な
る
が
、

経
済
学
、
政
治
学
の
体
系
も
内
容
は
、
当
時
日
本
の

明
治
十
年
代
の
如
何
な
る
斯
学
の
文
献
・
著
書
に
比

較
し
て
、
著
し
く
優
秀
で
あ
り
、
断
然
と
学
問
的
な

光
り
を
輝
か
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
一
凌
そ
の

事
実
の
比
較
を
開
陳
し
え
な
い
が
、
初
期
の
明
治
政

治
叉
経
済
学
史
を
知
る
学
者
は
必
ず
や
こ
の
こ
と

を
素
直
に
承
認
す
る
で
あ
ろ
う
と
信
じ
て
い
る
0
 
わ

九
く
し
は
、
こ
の
こ
と
を
学
界
に
顕
揚
し
九
い
と
思

つ
九
。
拙
著
「
日
本
経
済
学
史
の
一
餉
」
と
、
先
年

公
刊
し
た
小
著
「
日
本
経
済
学
の
源
流
ー
ラ
ー
ネ

1
博
士
の
人
と
思
想
」
は
、
ラ
ー
t
ド
博
士
の

思
想
へ
の
手
懸
り
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

ラ
ー
t
ド
博
士
の
人
物
、
学
者
と
し
て
の
す
ば
ら

し
さ
、
人
間
と
し
て
の
崇
高
な
人
梗
名
利
に
超
然

と
し
九
恬
淡
九
る
態
度
、
人
に
接
し
て
春
風
の
.
こ
と

く
、
自
ら
秋
霜
を
も
っ
て
粛
す
る
厳
し
さ
は
、
典
型

的
な
基
督
者
と
い
ぇ
る
で
あ
ろ
う
。

わ
た
く
し
は
、
ラ
!
t
ド
博
士
を
知
れ
る
初
期

の
同
志
社
人
の
書
き
遺
し
て
く
れ
た
ラ
ー
ネ
ッ
ド
人

物
観
を
集
め
、
同
時
に
、
つ
と
め
て
ラ
ー
ネ
"
ド
先

生
ビ
自
身
に
ょ
っ
て
、
み
ず
か
ら
の
信
念
を
語
る
文

献
を
探
し
九
0
 
過
日
渡
米
の
さ
い
は
、
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
博
士
の
最
後
ま
で
の
愛
弟
子
内
田
寛
先
輩
を

訪
ね
て
數
え
を
受
け
、
多
く
の
記
念
の
写
真
を
与
え

ら
れ
、
博
士
終
癌
の
地
ビ
ル
グ
リ
ム
・
プ
レ
ー
ス
に

遺
邸
を
見
学
し
、
博
士
晩
年
の
生
活
を
熟
知
す
る
デ

フ
ォ
ν
ス
ト
博
士
(
ミ
セ
ス
・
デ
フ
分
ν
ス
ト
先
生
)

を
訪
ね
晩
年
の
ご
生
活
を
記
録
し
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
博

士
へ
の
思
慕
と
尊
敬
と
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

わ
九
く
し
自
身
は
、
同
志
社
に
職
を
得
て
ほ
と
ん

ど
生
涯
の
大
部
分
を
生
き
た
こ
と
を
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
ラ
ー
ネ
"
ド
博
士
の
よ
う
な
先
生
に
つ
い
て

何
.
こ
と
か
触
れ
る
こ
と
の
で
き
た
こ
と
を
生
涯
の
喜

び
と
す
る
0
 
ラ
ー
、
る
ド
博
士
の
よ
う
な
立
派
な
学

者
崇
高
な
人
格
者
が
同
志
社
に
お
ら
れ
九
と
い
う

こ
と
も
知
ら
ず
、
縁
あ
っ
て
同
志
社
に
来
た
わ
九
く

し
は
、
人
生
の
出
合
い
の
神
秘
さ
を
さ
え
感
ぜ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
る
0

(
同
志
社
総
長
)
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新
島
襄
展
に
寄
せ
て

1
各
方
面
へ
の
感
謝
を
こ
め
て
ー

財
団
法
人
博
物
館
明
治
村
か
ら
、
そ
の
評
議
員

を
し
て
船
ら
れ
る
工
学
部
山
田
忠
男
教
授
を
通
じ

て
新
島
襄
展
を
明
治
村
で
開
く
に
つ
い
て
打
診
が

あ
っ
た
の
は
、
昨
秋
も
羚
そ
い
こ
ろ
で
、
秦
前
理

事
長
御
在
世
の
折
だ
っ
た
。
理
事
会
も
大
い
に
結

構
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
明
治
村
へ
同
志
社

の
意
を
伝
え
、
当
編
集
所
と
し
て
、
さ
っ
そ
く
そ

の
準
備
に
と
り
か
か
っ
た
訳
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
明
治
村
は
五
月
上
旬
恒
例
と
し
て

大
規
模
な
茶
会
を
行
な
い
、
そ
の
節
明
治
の
先
覚

者
の
人
と
な
り
と
業
績
を
し
の
ん
で
行
な
う
顕
彰

展
を
開
催
し
、
福
沢
諭
吉
艮
大
隈
重
信
展
が
す

で
に
行
な
わ
れ
た
。
今
回
の
新
島
裏
展
は
過
去
二

回
と
同
じ
く
明
治
村
三
重
県
庁
舎
=
階
特
別
展
示

室
に
て
五
月
十
日
よ
り
五
月
三
十
一
日
ま
で
開
か

れ
た
(
茶
会
は
十
・
十
一
日
の
両
日
)
。
こ
の
期

間
中
展
覧
会
場
に
は
約
十
万
の
人
が
訪
れ
、
一
点

一
点
に
見
入
る
人
が
実
に
多
か
っ
た
。

大
規
模
な
新
島
襄
記
念
展
は
戦
前
は
措
い
て
、

同
志
社
社
史
史
料
編
集
所

戦
後
は
同
志
社
創
立
九
十
周
年
記
念
時
に
あ
っ
た

の
み
で
あ
り
、
二
十
日
間
以
上
に
わ
た
る
も
の
は

初
め
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
急
ぎ
、
展
観
に
耐
え

ら
れ
な
い
抵
ど
い
た
み
の
ひ
ど
い
軸
額
の
補
修

さ
ら
に
未
表
装
の
新
島
遺
品
の
表
装
の
手
配
に
か

か
っ
た
り
し
た
。
遺
品
の
刀
を
自
ら
平
民
と
名
乗

つ
た
新
島
襄
の
心
と
対
比
し
て
出
品
す
る
に
は
研

(
と
)
が
ね
ぱ
な
ら
ず
、
費
用
の
点
で
困
っ
て
い

た
が
、
こ
れ
は
校
友
で
刀
に
御
造
詣
の
深
い
新
井

重
熈
氏
が
正
月
以
来
心
を
こ
め
て
研
ぎ
に
か
か
っ

て
く
だ
さ
り
、
桁
の
補
修
、
白
鞘
の
作
成
、
含
め

て
き
わ
め
て
廉
価
に
四
月
下
旬
に
は
み
ご
と
に
仕

上
げ
て
い
た
だ
け
た
。
銹
の
ひ
ど
か
っ
た
河
内
守

藤
原
国
助
造
笹
丸
雪
と
銘
文
の
あ
る
一
刀
は
寛

文
新
刀
で
逸
品
で
あ
り
、
貴
重
で
あ
る
と
と
を
御

教
示
い
た
だ
い
た
。
い
ろ
い
ろ
あ
り
が
た
い
こ
と

で
あ
っ
た
。
全
予
定
出
品
物
の
写
真
撮
影
、
パ
ネ

ル
に
す
る
、
の
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
寒
中
火
の

気
の
な
い
遺
品
庫
の
中
で
の
A
B
C
写
真
店
土
方

氏
の
労
を
多
と
せ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
良
心
碑
は
展
示

に
欠
か
せ
ぬ
、
の
と
し
て
白
黒
写
真
な
が
ら
大
パ

ネ
ル
を
展
示
し
得
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
展
示
品

目
が
最
終
的
に
決
定
し
て
そ
の
目
録
を
明
治
村
へ

お
渡
し
で
き
た
の
は
四
月
中
旬
、
事
実
の
正
確
を

期
し
て
少
し
ず
つ
書
き
た
め
て
い
た
解
説
の
方
は

四
月
下
旬
で
あ
っ
た
。
実
際
に
作
成
し
た
説
明
書

は
大
き
く
ブ
ν
ン
ジ
し
た
、
の
で
あ
る
。
新
島
裏

肖
像
(
伊
藤
画
伯
筆
、
中
学
チ
十
。
ヘ
ル
内
)
の
額

縁
に
つ
い
て
は
、
校
友
、
河
原
町
三
条
の
京
美
堂

さ
ん
の
お
世
話
に
な
っ
た
り
し
た
。

さ
て
明
治
村
で
は
毎
月
八
。
ヘ
ー
ジ
ぐ
ら
い
の

「
明
治
村
通
信
」
を
出
し
て
お
ら
れ
る
が
、
今
回

の
新
島
襄
展
の
た
め
に
そ
の
悪
号
を
と
い
う
こ

と
で
、
執
筆
陣
に
つ
い
て
明
治
村
か
ら
依
頼
が
あ

り
、
そ
こ
で
新
島
嬰
の
多
方
面
の
活
躍
を
浮
き
彫

り
に
し
て
い
た
だ
く
べ
く
各
方
面
の
方
々
に
船
願

い
し
た
。
「
明
治
村
通
信
」
編
集
部
の
方
で
、
何

人
か
の
執
笹
者
を
依
頼
さ
れ
、
谷
川
徹
三
明
治
村

茶
会
々
長
の
御
挨
拶
、
住
谷
悦
治
同
志
社
総
長
の

一
文
と
相
ま
っ
て
、
実
に
破
格
、
二
十
ペ
ー
ジ
の

み
ビ
と
な
記
念
号
を
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
の
で

あ
る
。
幸
い
た
こ
と
で
あ
る
。

展
覧
会
場
で
、
新
島
嬰
に
ち
な
ん
だ
も
の
を
希

望
者
に
頒
布
す
る
計
画
は
大
学
の
計
ら
い
で
そ
の

手
持
の
「
寒
梅
之
詩
」
複
製
四
百
本
を
当
て
る
こ

と
が
で
き
た
。
他
に
伝
記
類
も
明
治
村
の
格
別
の

(
a
頁
へ
)




